○33番（藤野哲司）登壇　おはようございます。まず初めに、このたびの台風第11号により被災された皆様へ心よりお見舞い申し上げます。また、市内において避難所設置をはじめ、市職員の皆様方が一丸となって対応に当たっていただきました。改めて敬意を表するとともに、心から感謝申し上げます。市内各地においても被害があったかと思います。一日も早い復旧と迅速な被災者への支援を市政一丸となって進めていただきたいと思います。
　私は自民党新福岡を代表して、スケートボードの振興について、インクルーシブな遊具広場整備の取組について、以上２項目について質問いたします。
　まず初めに、スケートボードの振興についてお尋ねいたします。
　昨年開催された東京オリンピック・パラリンピックにおいては、各国を代表する一流の選手たちが積み上げてきた努力の成果を発揮され、メダルを目指して全力を尽くす姿に多くの感動をいただき、改めてスポーツのすばらしさを感じたところであります。その中でも、日本人選手の目覚ましい活躍が見られた競技の一つがスケートボードであります。若い選手が躍動し、男子ストリート、女子ストリート、女子パークの３種目で合計５つのメダルを獲得され、子どもたちに夢や希望を与えてくれたと思います。しかしながら、スケートボードについては、ニーズが高まる一方で、練習する場所や指導者不足など、実施できる環境が十分とは言えませんので、今後、充実を図っていただきたいという観点からお尋ねしてまいります。
　まず、市内の公共施設でスケートボードをできる施設があるのか、お尋ねいたします。
　以上で１問目を終わり、２問目からは発言者席にて質問してまいります。
　
○市民局長（下川祥二）　スケートボードができる本市の公共施設につきましては、現在、雁の巣レクリエーションセンター内に指定管理者の自主事業として開設された初心者向けの専用エリアがございます。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　市内におけるスケートボードの競技人口を把握しているのか、お尋ねいたします。
　
○市民局長（下川祥二）　本市におけるスケートボードの競技人口につきましては、実数の把握はしておりませんが、雁の巣レクリエーションセンターのスケートボード教室等の受講希望者は増加していると聞いております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　私も関係団体の方からお話を伺ったところ、実数の把握は難しいが、スケートボードの愛好家は全国で100万人、福岡県にも３万人いると言われているとお聞きいたしました。また、近年は特に若年層の方が増えてきているとのことです。
　それでは、雁の巣レクリエーションセンター内のスケートボードエリアの利用人数をお尋ねいたします。
　
○市民局長（下川祥二）　雁の巣レクリエーションセンター内のスケートボードエリアの利用人数につきましては、月ごとの平均利用者数で申しますと、令和元年度が35人、２年度が149人、３年度が150人、４年度が221人と増加傾向となっております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　利用者数については、令和元年度で月平均35人であった利用者が、令和４年度は221人で６倍以上になっており、大きく伸びてきているとのことです。利用者が増えてくれば、需要に見合った施設を確保していく必要があります。
　そこで、子どもたちを中心にニーズが高まる中で、スケートボードエリアの令和４年度の整備予定をお尋ねいたします。
　
○市民局長（下川祥二）　スケートボードエリアの令和４年度の整備予定につきましては、雁の巣レクリエーションセンター内の専用エリアを現状の125平方メートルから1,000平方メートル程度に拡張することとしております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　初心者から上級者まで様々なレベルの方がいると思いますが、どのような運用を考えているのか、お尋ねいたします。
　
○市民局長（下川祥二）　整備後の運用につきましては、多くの方に親しんでいただける施設にするため、子どもたちを中心とした初心者も安心して御利用いただけるよう運用してまいりたいと考えております。また、関係団体の意見もお伺いしながら、競技レベルに応じた運用についても検討してまいりたいと考えております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　スケートボード施設については、今年８月に東区の社領に民間のスケートボード施設がオープンしています。この施設は、一般社団法人の福岡スケートボード協会が設置、運営を行う屋内型の施設であり、スケートボードスクールなども実施されると聞いております。この一般社団法人福岡スケートボード協会は、スケートボードを新しいスポーツとして定着させ、福岡から世界へ挑戦できる環境づくりや選手の育成などを行うことを目的としており、具体的にはスケートボード施設の設置、運営やスクール、競技会の開催などの競技者育成の取組、指導者の育成、スケートボーダーたちの自発的なマナーの向上などの取組を行う団体であります。私がお話をお聞きした協会の代表の方は、プロとして御活躍されていた方ではありますが、子どもたちを中心に、スケートボードをやってみたい、始めたいというニーズが高まっている中で、世界を夢見る子どもたちを応援し、福岡から世界に羽ばたいてほしいとの思いから取り組んでいるんだということを話されておられました。
この団体の方とお話しする中で、スケートボードを普及していくために課題となるものの一つに、指導者の育成があるとお聞きいたしました。スケートボードのニーズが急激に高まる中で、子どもたちがルールを守りながら安全に練習を行うためには指導者が必要ですが、指導できる方が不足しており、ニーズに追いついていないとのことであります。そのため、福岡スケートボード協会においてインストラクターの認定を行うなど、指導者の育成に取り組んでいきたいとのことでありました。
　そこでお尋ねいたしますが、市において指導者に関する支援の取組があるのか、お尋ねいたします。
　
○市民局長（下川祥二）　指導者に関する支援の取組につきましては、福岡市スポーツ協会におきまして、市民からの派遣要請に対し、登録された指導者の派遣、紹介を行うスポーツリーダー・バンクの取組を行っておりますが、現時点でスケートボードの指導者として登録されている方はいない状況でございます。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　競技面での技術的な指導は競技団体などが中心となると思いますが、指導できる方と指導を受けたい方をつなぐスポーツリーダー・バンクのような取組や、安全などに関する指導者向けの講習などの取組は重要でありますので、今後とも、充実を図っていただきたいと思います。
スケートボードについては、以前はスポーツというよりも若者の趣味として、マナーが悪いなどといったイメージもあったように思います。スケートボードに関しては、騒音や、集まって騒いでいる、施設を壊されたなどといった話を聞くこともあります。また、東京の事例ですが、高架下のスペースを活用してスケートボード施設を整備したものの、近隣住民からの反対で供用できなかったという話もお聞きいたしました。スケートボードを楽しむためには、ルールやマナーを守り、近隣にお住まいの方がいらっしゃる場合は御理解をいただきながら、安全、安心に楽しむことのできる環境をつくっていく必要があります。そのため、関係者は安全に楽しむためのルールの指導やマナーアップの取組なども行っているとのことでありました。マナーアップに関しては、一朝一夕に解決するものではなく、様々な主体が連携して、幅広く継続的に取り組んでいく必要があると考えます。
　そこで、マナーアップについては、市やスポーツ協会、競技団体などの関係者が連携して取り組んでいくべきだと考えますが、御所見をお尋ねいたします。
　
○市民局長（下川祥二）　マナーアップに関する取組につきましては、近隣にお住まいの方々の理解を得ながら安全にスポーツができる環境づくりを進めることは重要だと考えており、スポーツ協会や競技団体との連携を図り、ルールを守り、周囲への配慮を行いながらスポーツを楽しんでいただけるよう効果的に実施していく必要があると考えております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　スポーツは行政だけが推進するものではなく、学校や企業、地域、関係団体など様々な方が関わり、連携しながら推進していくことが重要であります。ここまでスケートボードをできる場の確保、指導者の育成、マナーアップの取組などについてお尋ねしてまいりましたが、いずれの取組についても、行政や競技団体が単独で取り組むのではなく、相互に強みを生かして補完し合いながら連携して取り組んでいくことで効果的に実施していくことができるのではないでしょうか。
　先ほど福岡スケートボード協会の取組などを御紹介させていただきましたが、世界で活躍したいという夢や希望を持った子どもたちが増えてきている中で、そうした子どもたちの思いを支えたい、応援したいという熱意を持った関係者は実に多くいらっしゃいます。東京オリンピックの女子パークで金メダルを獲得された四十住さくら選手は、地元の酒造会社がもともと精米所として使っていた倉庫を無償で提供し、練習施設を自宅すぐ近くに確保することができたそうです。練習をするために往復３時間かけて通っていたものが、家から５分となり、練習をする時間を確保できたとのことでしたが、こういった地元の方の応援、協力が金メダル獲得という偉業の大きな原動力となったのではないでしょうか。
　また、協会の方は、以前御自身もプロとして活躍されていた方ですが、子どもたちが実際に海外に行って世界を肌で感じることが非常に重要であり、そうして刺激を受けた子どもたちが日本に帰ってきて、それを周囲に伝えることでさらに広がっていくということをお話しされていらっしゃいました。そのため、今後は選手を育てる側に回って、大会の優勝者を海外に派遣するなど、機会づくりを考えていきたいとのことでした。こうした世界を目指す一流の競技者の育成については、行政というよりも、競技団体や民間のスポンサーなどがついて実施されるケースが多いと思いますが、私がお話を伺った福岡スケートボード協会の方のように、選手として活躍された後は、御自身の経験を生かして、指導者や支える側に回り、次の選手を育てていくといったサイクルができていくことが重要であります。そして、そうしたサイクルが出来上がっていく過程では、行政や競技団体、競技経験者、民間企業、学校など多様な主体が連携して取り組んでいくことで、スケートボードについても、スポーツとしての定着が進んでいくと考えます。
　そこで、今後スケートボードを振興していくためには、関係団体などとしっかりと連携を図っていくことがますます重要になってくると考えますが、御所見をお尋ねいたします。
　
○市民局長（下川祥二）　スポーツの振興に向けた関係団体との連携につきましては、スポーツ活動を支えるハード、ソフト、人材の充実を図る上でも競技団体や民間企業、大学など様々な主体との連携を図っていくことが重要であると考えております。スケートボードにつきましても、関係団体との連携を図りながら、環境づくりなど振興に努めてまいります。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　スケートボードについては、東京オリンピックを契機に子どもたちを中心に人気が高まっている一方で、練習できる場所の整備や指導者の確保、育成など、楽しむことのできる環境が整っておりません。また、競技団体についても、応援したいといった熱意のある方が集まり、活動を行われておりますが、これから活動の幅を広げ、安定的な組織を目指されていくといった状況であります。スケートボードのような新しいスポーツについては、競技団体だけで安定的な活動を行っていくことは難しい場合もありますので、行政としてバックアップを行いながら、組織や関係人材を育てていく必要があります。
今後、関係団体としっかり連携を図りながら、スケートボードを楽しむことのできる環境をつくり、ここ福岡から世界に羽ばたく子どもたちが生まれてくることを期待し、この質問を終わります。
　次に、インクルーシブな遊具広場整備の取組について質問してまいります。
　近年、世界的にＳＤＧｓの誰一人取り残さないという理念であったり、全てを包み込むという意味のインクルーシブの取組が重視されてきています。本市においては、多くの市民の皆さんとともに策定した福岡市総合計画において、生活の質の向上と都市の成長の好循環を都市経営の基本戦略として掲げ、経済的な成長と安全、安心で質の高い暮らしのバランスが取れたコンパクトで持続可能な都市づくりを進めることにより、ＳＤＧｓの達成に取り組んでいます。また、少子・高齢化の中、高齢者が安心して暮らせることに加え、子どもを安心して生み育てられる環境づくりが必要とされており、さらに、国際交流の進展、ノーマライゼーションの考え方の普及などの社会環境の変化に伴い、年齢、性別、能力、背景等にかかわらず、誰もが生き生きと働くことができ、過ごしやすい環境づくりも求められています。
そこで本市は、ユニバーサルデザインの理念に基づいた、誰もが思いやりを持ち、全ての人に優しいまち、ユニバーサル都市・福岡の実現に向けて様々な取組を推進しています。そのような中、インクルーシブの取組に関しては、舞鶴公園において昨年11月に10日間、インクルーシブな遊具広場の実証実験を行い、大変好評だったと聞いております。その後、今年３月に整備指針を策定するための検討委員会を立ち上げ、７月30日には再度舞鶴公園にインクルーシブな遊具広場を体験する場を設けています。
　そこで、本市でのインクルーシブな遊具広場の整備に向けた取組について質問してまいります。
　まず、インクルーシブな遊具広場とはどのようなものなのか、お尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　インクルーシブな遊具広場とは、明確な定義はございませんが、福岡市においては、障がいの有無などにかかわらず、あらゆる子どもたちがお互いに理解、支え合いながら安心して一緒に遊ぶことのできる遊具広場と考えております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　では、他都市ではどこか設置したところはあるのか、お尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　他都市の事例につきましては、東京都において令和２年３月に都立砧公園内において整備されたのを皮切りに、全国的にも幾つかの事例が見られます。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　インクルーシブな遊具広場を整備するに当たって、本市ではすぐに整備に着手するのではなく、まず検討委員会を立ち上げて検討を進めており、東京パラリンピック女子マラソン金メダリストの道下美里さんも参加されているようですが、整備に先立ち、検討委員会を立ち上げた理由とその目的、委員の構成についてお尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　検討委員会を立ち上げた理由については、障がいのある子どもの保護者や関係者、有識者など様々な視点を持つ人々が検討に参画することで、インクルーシブな遊具広場への理解促進や整備に向けての機運醸成のためでございます。次に、設置の目的につきましては、インクルーシブな遊具広場の整備指針を策定するため、専門的、技術的見地から、市に対して情報の提供及び助言等を行うことでございます。また、委員の構成につきましては、視覚障がいのある道下美里さんをはじめ、インクルーシブデザインの有識者、障がいのある子どもの保護者、車椅子利用者である障がい者関係団体の代表者、特別支援学校の校長の５名となっております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　次に、検討委員会はどのように進めているのか、お尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　検討委員会につきましては、これまで３月と８月に会議を開催し、整備指針策定に向けての御意見を伺っております。また、この２回の会議や個別での委員とのやり取りのほか、有志の委員の御参加により、オンラインでこれまで７回の意見交換会を行い、実証実験やアンケートに対する御意見なども伺っているところでございます。今後、12月に最終の会議を行うことを予定しておりますが、その間も引き続き意見交換を行いながら整備指針を策定してまいります。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　これまで検討委員会の会議のほか、意見交換も行っていただいているとのことで、委員の皆様には御多忙のところ、福岡の子どもたちのために非常に熱心に御議論いただき、大変ありがたいことであります。
　それでは、これまでの検討委員会ではどのような意見が出ているのか、お尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　検討委員会におきましては、これまで多くの御意見をいただいており、例えば、車椅子利用者は駐車場から遊具広場までに段差や坂があると非常に行きづらく、行こうという気になれない、視覚障がいのある方はテレビや広報誌での告知では情報が入手しづらい、小学校では特別支援学級と通常の学級との交流があるため、インクルーシブな遊具広場を学校の授業で活用するとよいなどといった御意見をいただいております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　当事者の立場や専門的な観点から、たくさんの御意見を伺っているようです。
今後、12月の会議の後、整備指針に反映するとのことですが、整備指針は検討委員会が決定するのでしょうか、お尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　整備指針につきましては、検討委員会でいただいた御意見を踏まえて、市において策定をいたします。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　検討委員会で有識者や障がいのある子どもをお持ちの保護者の方々などの意見をしっかり聞きながら、丁寧に進めていこうという姿勢が見られ、非常に評価できると思います。
　先日、舞鶴公園の三の丸広場に設置されたインクルーシブな遊具広場に私の子どもと行ってきました。８月であったため気温が非常に高い中ではありましたが、何組かの家族連れが楽しそうに遊んでいらっしゃいました。また、９月３日には検討委員会委員である道下美里さんも参加され、障がいのある子とない子の交流とお互いの理解促進などを目的として、遊び体験イベントが開催され、私ものぞいてみました。当日はあいにくの雨でしたが、道下さんによる子どもたちへの御講演の中で、特殊な眼鏡をかけての視覚障がいの視力体験や金メダルを触らせてくれたりなど、子どもたちは貴重な経験をしたと思います。それだけでは遊び足りなかったのか、雨の中、遊具で遊び出す子どもたちが出てきて、楽しそうにしていたのがとても印象的でありました。
　それでは、この舞鶴公園に設置されている遊具広場はどういった目的で設置しているのか、また、４か月もの長期にわたって設置される間、どのような取組を行うのか、お尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　インクルーシブな遊具広場の整備には理解促進や機運の醸成が重要であるため、遊具広場を市民に実際に見て、体験し、知ってもらうことを目的としております。あわせて、使った感想などを整備指針策定の参考にするため、７月30日から11月30日までの４か月間設置するものでございます。また、取組については、障がいのある子どもや保護者、公園管理者などを対象に、期間中３回程度イベントを開催し、意見を聴取するとともに、２次元コードを活用したアンケートや利用状況調査などを行う予定でございます。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　７月30日の設置後１か月程度経過しており、利用者から様々な声があると思いますが、昨年度の実証実験も含めて、どのような意見があるのか、お尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　これまで利用者からは、障がいのある子どもも一緒に楽しめる遊び場は多様性のある社会のために必要だといった取組そのものに関する御意見に加えまして、子どもを見守るための日陰やベンチなどの休憩施設が必要、おむつ替えのできるトイレが欲しいといった具体的な施設に関する御意見などをいただいております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　私も実際にインクルーシブな遊具広場を見て、体験することで、駐車場からの距離や暑さ対策など、日頃気づかなかった課題があることを実感しました。しっかり利用者や関係者の意見を聞きながら進めてほしいと思います。
　ちなみに、３月に行われた第１回目の検討委員会では、東京都の先進事例について、都議会議員でいらっしゃる龍円あいり氏に御紹介いただいたようですが、龍円都議は、ダウン症のあるお子さんの母として海外で生活された経験から、インクルーシブ公園を日本のスタンダードにしようと活動されており、龍円都議の提案をきっかけに、東京都立砧公園のみんなのひろばが整備されたとのことです。その龍円都議のブログを拝見すると、福岡市の実証実験や障がい関係者へのヒアリングなどの取組について、非常に丁寧であり、日本を代表するモデルになるのではないかと高い評価をされております。
東京都立砧公園のみんなのひろばは、令和２年に整備されているようですが、近年、他都市でもインクルーシブ公園が整備されたなどの記事を見かけることがあり、全国的にも事例が出始めているようです。しかしながら、インクルーシブな遊具広場を真に実現するためには、単にインクルーシブ系の遊具を設置するだけでは不十分ではないかと思います。障がいのある子もない子もその保護者も、お互いを思いやって一緒に遊ぶといった、使う人みんなの意識の変化が相まって、ようやく実現されるものではないでしょうか。だからこそ、様々な関係者や利用者の意見を取り入れながら、公園全体をハード、ソフトの両面でインクルーシブなものにしていく必要があると思います。ハード面でいえば、例えば東京都立砧公園の事例では、障がいのある子が転んでも安全なように、また、車椅子でも移動しやすいように、ゴムチップ舗装がされているようですし、駐車場から遊具広場までの動線は段差のない園路となっているなど、遊具広場を利用するための周辺施設が整って成り立つものだと思います。そのためには、これまでの公園より多くの費用がかかるのではないでしょうか。
　本市には多くの公園がありますが、インクルーシブな遊具広場はどのように整備されていくのか、お尋ねいたします。
　
○住宅都市局長（中村健児）　インクルーシブな遊具広場の整備につきましては、現在、検討委員会で行われている御議論を踏まえ、市において整備指針を策定し、具体の整備を進めてまいります。なお、これまでの検討委員会やアンケートなどにおいては、インクルーシブな遊具広場には駐車場やバリアフリートイレなどの施設が近くにあり利用しやすいこと、また、遊具広場までの動線がスムーズで到達しやすいことが望ましいなどの御意見をいただいております。そのため、それらの施設が充実している、例えば総合公園または運動公園のような大規模な公園の中から、まずは先行事例を整備することを想定しております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　子どもと公園に行った際に障がいのあるお子さんと一緒になると、子ども同士は何の気兼ねもなく普通に遊んでいますが、親は、けがをさせやしないか心配しながら、一歩引いて見ていたりしています。公園の遊具広場がインクルーシブになることは、障がいのあるなしにかかわらず、子ども同士が一緒に遊ぶことが当たり前となり、さらに、保護者も同じ気持ちを持つこととなり、インクルーシブ社会を体感する意識醸成の場としての役割を担うことであり、非常に重要だと思います。そのためにはインクルーシブな遊具広場が身近な公園にもあってほしいと思いますが、一足飛びにはいかないことも十分理解できます。まずは多くの利用者が集まる公園で、先進事例として整備し、たくさんの市民に使ってもらい、課題を検証し改善していく。そうすることで市民のインクルーシブへの意識が高まっていく。そして、将来的に市民の意識の高まりに伴って、身近な公園にも広げていってほしいと思います。
インクルーシブな遊具広場が市民意識の醸成の場となるためには、遊具広場を運営するソフト面の取組が重要になってくると思います。これまで２回の実証実験を行っていますが、現時点で今後運営していく上での課題があれば、お示しください。
　
○住宅都市局長（中村健児）　運営に当たっては、障がいのある方とない方のお互いの理解促進のために定期的な交流イベントや見守りが必要ではないかと考えております。また、視覚や聴覚などに障がいのある方にも伝わりやすい情報提供の手段やツールの検討、さらに、発達障がい、知的障がい、精神障がいの方などの様々なコミュニケーション上のニーズを理解し、自然な見守りができるような運営なども今後検討が必要だと考えております。さらに、整備後も継続的に利用者の御意見を伺いながら知見を積み重ね改善していく必要があると考えております。以上でございます。
　
○33番（藤野哲司）　障がいのある子どもを持つ親は、日常の子どもの世話にも大変苦労しながら過ごしており、日々どのような接し方をすればよいのか、また、子どもの将来はどうなるかと大変な不安を感じています。そのような状況でも安心して子どもを連れていくことができる、そういう空間ができれば大変意義のあることだと思います。インクルーシブな遊具広場づくりを進めていく上で大切なことは、管理者や利用者の意識面において、多様性に関する理解促進、すなわち心のバリアフリーが重要な課題なのではないかと思います。インクルーシブな遊具広場整備を単なるインクルーシブ系の遊具を設置するだけで終わらせず、誰でも自分の居場所を見つけることができる公園、遊び場づくりに向けて頑張っていただきたいと思います。
　最後に、インクルーシブな遊具広場の整備に対する当局の意気込みをお尋ねして、私の質問を終わります。
　
○住宅都市局長（中村健児）　全ての子どもが公園で安心して楽しめるよう、これまで園路や入り口、トイレなどのバリアフリー化を進めてまいりましたが、遊び場についてもユニバーサルデザインの取組が必要になってきていると考え、検討委員会を設置し、インクルーシブな遊具広場の検討を行っているものでございます。検討に当たっては、委員の皆様に何度も御議論いただくとともに、障がいのある子どもや保護者がインクルーシブな遊具を体験した感想や、あまり公園に来ることができない障がいのある子どもがどのようにしたら公園へ来れるかなどの提案など、多種多様な御意見をしっかり把握しながら検討を進めております。また、議員御指摘のとおり、インクルーシブな遊具広場にはハード整備だけではなく、管理、運営のソフト面も重要であり、今後、管理者を含めた研修会や利用者に対する理解促進のための啓発などにも取り組んでまいります。福岡市が掲げる「みんながやさしい、みんなにやさしいユニバーサル都市・福岡」の実現を目指して、あらゆる子どもたちが楽しく遊ぶことのできるインクルーシブな遊具広場の整備に向け取り組んでまいります。以上でございます。

